中国を代表する作家･イスラム史研究者
張承志さん講演会
『激しい変化の中の中国知識人たち』
11月1日（水）10:30～　富山大学人文学部１F大会議室
《張承志さんプロフィール》
・1948年生まれ　・北京大学歴史学部考古学科卒業

· 中国作家協会理事　・中国『人文地理』編集長歴任
《日本における著書及び翻訳書》
『モンゴル大草原遊牧誌』梅村坦訳　　　朝日新聞社　1986
『紅衛兵の時代』小島晋治･田所武彦訳　　岩波新書1992

『回教から見た中国』　　　　　　　　　中公新書1993

『殉教の中国イスラム・神秘主義教団ジャフリーヤの歴史』
梅村坦訳　　　　　　　　　　亜紀書房1993
『鞍と筆・中国知識人の道とは何か』　　太田出版1995

『黒駿馬』岸陽子訳　　　　　　　　　　早稲田大学出版部1994

『北方の河』磯部祐子訳　　　　　　　　露満堂1997
・張さんは回族として独自の調査研究に立脚し、中国イスラムの知られざる真実を掘り起こしている。（人文教員S）

・張さんの小説には、中国社会への痛烈な批判、貧しくも懸命な人々への熱い思いがある。（人文教員Y）
一般の方々の聴講も歓迎いたします。

問い合わせ先：富山大学中国言語文化コース（℡：076-445-6191）　　　　　　　　　　　　
